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ている。雄ラット 658匹中担癌ラット 143匹 (2 1. 7%)，自然退縮ラット 213匹 (32.4%)，非担癌ラット 302




たが，有意差は見られなかった。次に雌雄合計した担癌率について X2検定を行うと， 3 交配聞に有意
差が見られ (X 2 =10.378 ， d.f.= 2 , P<O.Ol)，雄親が担癌である場合21%，自然退縮である場合14.1
%，非担癌である場合22.7%であった。一方，自然退縮率については雄のみについての検定であるが，














2) WF近交系ラットにおける大腸癌の発生及び自然、退縮には， 2 つの独立した遺伝等の内的な因子，
すなわち発癌因子及び退縮因子が関与しており，担癌ラットは発癌因子のみにより 自然退縮ラットは
発癌因子及び退縮因子によって決定されることを示唆する結果を得た。
3) WF近交系ラット第19--21世代の雄における発癌因子及び退縮因子の発現頻度はそれぞれ54.1% ，
59.8% と推定された。
論文の審査結果の要旨
Wistar Furth 系近交ラット約1300匹を観察し，約50%のラットに自然発生大腸癌を認めたが，その
中から，大腸癌の約60%が自然退縮することを見い出し，この系の大腸癌の発生と退縮には 2 つの独立
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した因子が関与することを推計学的に示した。癌の自然史研究及び癌治療学に於ける有用な知見として，
学位論文に相当するものである。
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